
資料５

国の検討状況について

１ 経緯

（事案対応関連）

○ ５月２１日に、ホルムアルデヒドが検出された原因究明のため、厚生労働省

と環境省が連絡会議（課長級）を開催し、今後の対応について検討。

○ ５月２４日に、厚生労働省の研究機関によって、主な原因物質がヘキサメチ

レンテトラミンであることが推定。

○ ６月１４日に、「利根川水系における取水障害に関する今後の措置に関する

検討会」（第１回）を都内で開催。

今後、７月中に検討会を２回開催し、中間とりまとめを行う予定。

２ 第１回検討会の概要（6/14）

（検討会の目的）

○ 今回の事案は、取水停止が１都４県に及ぶものであり、今後の再発防止や問

題が生じた場合の迅速な対応を図る観点から、水質汚濁防止法及び廃棄物処理

法における制度的な対応に関して検討を行う。

（検討する事項）

○ 再発の防止に関する事項

○ 問題が生じた場合の迅速な対応に関する事項

○ その他水質汚濁防止法及び廃棄物処理法における制度的な対応に関する事項

（検討会の構成員）

○ 別紙のとおり。

（当日の議題）

○ 利根川水系における取水障害に関する今後の措置に関する検討会について

○ 利根川水系における取水障害及びその対応について

○ 検討にあたっての論点について

○ その他






